
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
計
画
さ
れ
、
当
初
は
姫
路
市
及
び
太
子
町
を
対
象
と
し
て
昭
和
五
十
三
年
に
都
市
計
画
決
定
が
行
わ
れ

た
。

第
五
節
　
人
口
集
中
と
交
通
基
盤
の
整
備

一
　
激
増
す
る
交
通
量
や
輸
送
需
要
へ
の
対
応

　
本
編
の
時
代
に
は
、
鉱
工
業
生
産
や
個
人
消
費
等
の
高
い
伸
び
を
背
景
に
、
国
内
の
輸
送
活
動
は
活
発
な
動
き
を
み
せ
て
い

た
。
こ
れ
を
受
け
、昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
に
策
定
さ
れ
た「
新
全
国
総
合
開
発
計
画
」
や
五
十
二
年
に
策
定
さ
れ
た
「
第

三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
」
に
基
づ
き
、
全
国
的
に
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

　
兵
庫
県
で
は
、
高
度
経
済
成
長
下
で
の
年
平
均
五
万
人
以
上
も
の
人
口
増
加
を
背
景
に
、
県
内
の
自
動
車
保
有
台
数

も
大
き
く
増
加
し
て
お
り
、
昭
和
四
十
二
年
の
自
動
車
保
有
台
数
を
基
準
に
す
る
と
、
四
十
七
年
に
二
倍
、
五
十
四
年
に
は

三
倍
を
超
え
る
勢
い
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
道
路
整
備
や
交
通
管
制
な
ど
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
も
整
備
し
て
い
た
も
の
の
、
自
動

車
保
有
台
数
の
増
加
に
は
全
く
追
い
つ
か
ず
、毎
年
多
く
の
交
通
事
故
が
発
生
し
、「
交
通
戦
争
」
と
言
わ
れ
る
時
代
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
四
年
か
ら
四
十
六
年
頃
が
事
故
件
数
、
死
者
数
、
負
傷
者
数
と
も
に
ピ
ー
ク
で
あ
り
、
そ
の
後
は
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト

両
面
の
対
策
に
よ
り
減
少
傾
向
に
は
入
っ
た
も
の
の
、
高
水
準
で
交
通
事
故
件
数
は
推
移
し
た
。
道
路
整
備
の
面
で
は
、
昭
和

四
十
二
年
か
ら
五
十
三
年
の
約
一
〇
年
間
で
高
速
道
路
か
ら
一
般
道
路
ま
で
を
合
わ
せ
た
県
内
の
道
路
延
長
が
一
六
六
〇
キ
ロ
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メ
ー
ト
ル
、
率
に
し
て
六
％
増
加
し
た
が
、
自
動
車
保
有
台
数
の
増
加
は
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回
る
ペ
ー
ス
で
伸
び
て
い
た
。

主
要
一
般
国
道
の
交
通
量
を
見
て
も
、
昭
和
四
十
年
代
か
ら
県
内
の
自
動
車
交
通
量
は
急
激
な
増
加
を
続
け
、
特
に
瀬
戸
内
海

側
は
高
規
格
道
路
の
開
通
に
伴
っ
て
交
通
量
が
激
増
し
た
。
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
公
共
交
通
に
つ
い
て
も
、
人
口
増
や
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
開
発
な
ど
に
よ
る
住
宅
地
の
郊
外
化
に
伴
い
、
特
に
郊
外
路
線
の
神
戸
電
鉄
や
能
勢
電
鉄
は
一
〇
年
で
二
倍
以
上
の
輸

送
人
員
の
増
加
と
な
っ
た
。
他
の
鉄
道
路
線
で
も
輸
送
人
員
は
増
加
し
、
朝
の
通
勤
時
の
混
雑
率
は
毎
年
二
〇
〇
％
前
後
に

も
な
る
よ
う
な
「
通
勤
地
獄
」
と
言
わ
れ
る
す
さ
ま
じ
い
混
雑
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
車
両
の
増
備
を
行
っ
た
り
ダ
イ
ヤ
を
過

密
化
す
る
な
ど
し
て
対
応
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。

二
　
人
口
集
中
と
道
路
・
鉄
道
の
整
備

道
路
整
備

の
推
進

我
が
国
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
増
大
す
る
自
動
車
交
通
需
要
に
対
し
、
昭
和
四
十
二
～
四
十
四
年
度
「
第

五
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
」、「
第
六
次
」（
四
十
五
～
四
十
七
年
度
）、「
第
七
次
」（
四
十
八
～
五
十
二
年
度
）、「
第

八
次
」（
五
十
三
～
五
十
七
年
度
）
と
続
く
国
の
長
期
計
画
を
基
に
大
幅
に
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
兵
庫
県
で
も
昭
和
四
十
二
年

四
月
現
在
で
道
路
延
長
（
国
道
、
主
要
地
方
道
及
び
一
般
県
道
）
は
四
一
八
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
ま
で
及
ん
だ
が
、
そ
の
う
ち
改

良
済
延
長
は
一
七
八
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
四
二
・
六
％
）、
舗
装
済
延
長
は
一
〇
三
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
二
四
・
九
％
）
に
と
ど

ま
り
、
県
道
の
自
動
車
交
通
不
能
延
長
（
幅
員
・
曲
線
半
径
・
勾
配
他
の
道
路
状
況
に
よ
り
、
最
大
積
載
量
四
ト
ン
の
貨
物
自
動
車
が
通

行
で
き
な
い
区
間
の
延
長
）
は
三
八
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
道
路
延
長
の
九
・
二
％
）
に
も
達
し
て
い
た
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
県
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
を
目
標
と
し
た
長
期
計
画
で
あ
る
「
県
勢
振
興
計
画
」（
四
十
一
年
八
月
策
定
）
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に
基
づ
い
て
、
全
県
の
調

和
あ
る
発
展
の
た
め
、
ま

ず
経
済
の
動
脈
と
な
る
道

路
交
通
網
の
整
備
を
第
一

に
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

県
内
主
要
地
点
を
ど
こ
で

も
二
時
間
で
結
ぶ
こ
と
を

目
標
に
し
て
、
道
路
の
改

良
や
舗
装
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
維
持
管
理
を
強

化
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ

た
。

　
具
体
的
な
道
路
整
備
と

し
て
は
、
産
業
経
済
振
興
に
必
要
な
道
路
網
の
整
備
に
重
点
を
置
き
、
交
通
量
の
激
増
に
対
処
す
る
た
め
、
一
般
国
道
一
七
一

号
（
京
都
神
戸
線
）
の
全
線
、
一
七
五
号
（
明
石
舞
鶴
線
）
の
明
石
・
西
脇
間
、
一
七
六
号
（
福
知
山
大
阪
線
）
の
宝
塚
・
大
阪
府

県
境
間
、
一
七
九
号
（
姫
路
倉
吉
線
）
の
太
子
・
竜
野
間
（
二
次
改
築
）
を
昭
和
四
十
六
年
度
ま
で
に
完
了
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、姫
路
豊
岡
間
道
路
（
主
要
地
方
道
姫
路
豊
岡
線
、
後
に
国
道
三
一
二
号
、現
播
但
連
絡
道
路
）、
但
馬
阪
神
連
絡
道
路
（
現
国
道
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一
七
六
号
等
）
な
ど
八
大
幹
線
道
路
に
つ
い
て
、
特
に
重
点
的
に
整
備
を
進
め
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
一
方
、
高
速
道
路
は
、

中
国
縦
貫
自
動
車
道
、
山
陽
自
動
車
道
、
近
畿
自
動
車
道
舞
鶴
線
、
近
畿
四
国
連
絡
自
動
車
道
、
山
陰
阪
神
連
絡
自
動
車
道
、

中
国
横
断
自
動
車
道
鳥
取
姫
路
線
、
阪
神
高
速
道
路
神
戸
市
道
一
号
線
（
現
県
道
高
速
神
戸
西
宮
線
）
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と

が
位
置
づ
け
ら
れ
、
あ
わ
せ
て
播
但
連
絡
道
路
な
ど
広
幅
員
自
動
車
専
用
道
路
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
県
内
の
道
路
の
効
率
的
な
維
持
、
補
修
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
行
う
目
的
で
、
昭
和
四
十
二
年
六
月
に
は
新
た
に
洲
本
及
び
竜

野
を
加
え
一
三
土
木
出
張
所
に
道
路
補
修
機
動
隊
を
配
置
し
た
。昭
和
四
十
五
年
に
は
、土
木
部
に
高
速
道
路
室
が
設
置
さ
れ
た
。

　
阪
神
高
速
道
路
は
、
県
道
高
速
神
戸
西
宮
線
区
間
の
京
橋
―
柳
原
間
が
昭
和
四
十
一
年
十
月
に
開
通
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

四
十
三
年
に
生
田
川
―
京
橋
間
及
び
柳
原
―
若
宮
間
、
四
十
四
年
に
若
宮
―
月
見
山
間
及
び
摩
耶
―
生
田
川
間
、
四
十
五
年
二

月
に
西
宮
―
摩
耶
間
、
同
三
月
に
月
見
山
―
第
二
神
明
道
路
間
が
開
通
し
た
。
こ
れ
ら
県

道
高
速
神
戸
西
宮
線
二
五
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
の
全
線
開
通
に
よ
り
、
東
の
名
神
高

速
道
路
と
西
の
神
明
道
路
、
第
二
神
明
道
路
が
結
ば
れ
、
本
県
の
臨
海
部
の
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
利
便
性
が
格
段
に
向
上
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
昭
和
四
十
三
年
十
月
に
川
西
―
宝
塚
間
が
着
工
さ
れ
た
中
国
道
は
、
四
十
五
年
七
月
に

豊
中
―
宝
塚
間
八
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
完
成
し
た
後
、
五
十
年
十
月
に
県
内
区
間
の
全

線
を
含
め
た
吹
田
―
落
合
間
が
開
通
し
た
。

　
増
大
す
る
自
動
車
交
通
需
要
に
対
し
て
著
し
く
立
ち
遅
れ
て
い
た
道
路
整
備
の
現
状
を

踏
ま
え
、
地
方
公
共
団
体
が
出
資
す
る
地
方
道
路
公
社
に
よ
る
有
料
道
路
事
業
に
よ
っ
て

写真 82　阪神高速道路（京橋～柳原間）
開通式（神戸市提供）
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道
路
整
備
を
拡
大
す
る
目
的
で
、
地
方
道
路
公
社
法
が
昭
和
四
十
五
年
五
月
二
十
日
に
施
行

さ
れ
た
。
兵
庫
県
で
も
、
県
内
二
時
間
交
通
の
早
期
達
成
を
目
指
し
、
県
の
予
算
に
加
え
民

間
の
資
金
も
活
用
し
て
昭
和
四
十
六
年
三
月
十
六
日
に
全
国
で
四
番
目
に
「
兵
庫
県
道
路
公

社
」
が
設
立
さ
れ
た
。
播
但
連
絡
有
料
道
路
は
、
昭
和
四
十
四
年
に
姫
路
―
市
川
間
の
調
査

設
計
を
開
始
し
た
後
、
兵
庫
県
道
路
公
社
が
建
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
昭
和
四
十
八
年
十

一
月
に
一
期
区
間
と
し
て
姫
路
市
砥
堀
―
福
崎
北
間
が
開
通
し
、
五
十
年
十
一
月
に
は
福
崎

北
―
市
川
北
間
が
開
通
し
た
。

　
昭
和
四
十
五
年
三
月
に
は
前
述
の
県
道
高
速
神
戸
西
宮
線
（
阪
神
高
速
道
路
）
と
と
も
に
、

第
二
神
明
道
路
二
四
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
加
古
川
バ
イ
パ
ス
一
二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が

大
阪
万
国
博
覧
会
開
催
を
前
に
開
通
し
た
ほ
か
、
但
馬
阪
神
連
絡
道
路
は
四
十
四
年
四
月
に
七
五
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
完
成

し
た
。
一
般
国
道
一
七
一
号
、
一
七
六
号
も
昭
和
四
十
五
年
三
月
に
全
線
開
通
し
た
。
一
〇
年
の
歳
月
を
か
け
た
但
馬
海
岸
道

路
も
全
線
六
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
四
十
五
年
七
月
に
完
成
し
た
。
姫
路
バ
イ
パ
ス
は
昭
和
四
十
四
年
に
事
業
着
手
し
、
五
十
年

十
二
月
に
全
線
開
通
し
た
。

　
明
石
・
鳴
門
架
橋
（
神
戸
―
鳴
門
ル
ー
ト
）
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
二
年
か
ら
兵
庫
県
と
神
戸
市
が
調
査
を
始
め
、
三
十
四

年
に
は
国
も
調
査
に
乗
り
出
し
た
。
神
戸
―
鳴
門
ル
ー
ト
は
、
阪
神
と
淡
路
・
四
国
の
一
体
と
な
っ
た
開
発
を
進
め
る
こ
と
が

大
き
な
目
的
で
あ
り
、
特
に
淡
路
島
の
島
と
い
う
制
約
か
ら
の
開
放
や
、
巨
大
な
工
場
群
と
過
密
化
す
る
都
市
を
抱
え
る
阪
神

地
域
の
再
開
発
に
極
め
て
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。

写真 83　播但連絡道路開通式
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技
術
的
な
検
討
と
し
て
は
、
建
設
省
及
び
日
本
国
有
鉄
道
（
以
下
、
国
鉄
）
が
昭
和
三

十
六
年
に
土
木
学
会
に
対
し
、
児
島
―
坂
出
ル
ー
ト
、
尾
道
―
今
治
ル
ー
ト
も
含
め
た

本
州
四
国
連
絡
橋
の
技
術
的
検
討
の
委
託
を
申
し
入
れ
、
三
十
七
年
一
月
に
学
会
内
部

に
「
本
州
四
国
連
絡
橋
技
術
調
査
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
委
員
会
で
は
、

基
礎
、
上
部
構
造
、
耐
風
設
計
、
耐
震
設
計
、
材
料
調
査
に
関
す
る
各
専
門
部
会
が
延

べ
三
三
五
回
開
催
さ
れ
、
技
術
的
な
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
昭
和
四
十
二
年
五
月
に
設

計
指
針
が
答
申
さ
れ
た
。
こ
れ
を
基
に
、
昭
和
四
十
三
年
二
月
に
建
設
省
及
び
運
輸
省

か
ら
明
石
―
鳴
門
ル
ー
ト
の
工
事
費
が
発
表
さ
れ
た
が
、
道
路
単
独
橋
で
二
五
二
一
億

円
（
工
期
一
四
年
）、
鉄
道
・
道
路
併
用
橋
で
三
七
二
八
億
円
（
工
期
一
五
年
）
で
あ
っ
た
。

経
済
調
査
も
行
わ
れ
た
が
、
明
石
・
鳴
門
架
橋
の
完
成
に
よ
り
阪
神
か
ら
四
国
の
各
都

市
へ
の
到
達
時
間
が
半
分
以
下
に
短
縮
さ
れ
、
架
橋
の
時
間
短
縮
効
果
は
約
二
四
〇
億

円
と
さ
れ
た
。

　
児
島
―
坂
出
ル
ー
ト
、
尾
道
―
今
治
ル
ー
ト
も
名
乗
り
を
上
げ
た
こ
と
か
ら
、
本
四

連
絡
架
橋
は
ど
こ
に
橋
が
架
け
ら
れ
る
の
か
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
議
論
を
呼
ぶ
こ
と
に

な
っ
た
が
、
昭
和
四
十
五
年
に
三
つ
の
ル
ー
ト
と
も
架
橋
す
る
と
い
う
国
の
方
針
が
固
ま
っ
た
。
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
設

置
法
が
可
決
さ
れ
、
同
年
七
月
に
新
し
い
公
団
が
設
立
し
、
事
業
が
動
き
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
神
戸
―
鳴
門
ル
ー

ト
の
調
査
・
設
計
が
行
わ
れ
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
に
は
淡
路
島
と
徳
島
県
鳴
門
市
を
結
ぶ
大
鳴
門
橋
の
建
設
に
着
工
し
、
五
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十
七
年
の
完
成
を
目
指
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
昭
和
五
十
三
年
に
は
、
山
陽
自
動
車
道
（
姫
路
―
備
前
間
）
及
び
本
四
連
絡

道
路
淡
路
縦
貫
道
の
工
事
に
も
着
手
し
て
い
る
。

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
進
展
の
影
響

着
実
に
進
め
ら
れ
た
道
路
整
備
の
一
方
で
、
自
動
車
の

普
及
と
道
路
整
備
に
よ
る
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
進
展

の
影
響
に
よ
り
交
通
事
故
が
急
増
し
た
こ
と
か
ら
、
全
国
で
「
交
通
戦
争
」
と

い
わ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
っ
た
。
兵
庫
県
だ
け
で
な
く
、
全
国
的
に
交
通
事

故
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
特
に
事
故
に
よ
る
死
傷
者
は
増
加
す
る
一
方

と
な
り
、
国
と
地
方
自
治
体
で
は
交
通
安
全
に
関
す
る
様
々
な
対
策
を
実
施
す

る
た
め
の
制
度
が
要
請
さ
れ
、昭
和
四
十
五
年
に
は
「
交
通
安
全
対
策
基
本
法
」

が
制
定
さ
れ
た
。

　
県
で
は
、
生
命
の
尊
重
を
基
本
姿
勢
に
、
交
通
事
故
防
止
対
策
を
総
合
的
に

進
め
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
四
十
二
年
に
企
画
部
に
交
通
安
全
対
策
室
を
置
き
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備
、
負
傷
者
の
救
急
医

療
体
制
の
確
立
な
ど
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
特
に
歩
行
者
の
安
全
を
重
点
に
、「
交
通
安
全
施
設
等
整

備
五
カ
年
計
画
」
に
基
づ
き
、
歩
車
分
離
、
歩
道
の
新
設
、
高
齢
者
や
子
ど
も
の
利
用
し
や
す
い
横
断
歩
道
橋
、
地
下
横
断
歩

道
、
道
路
照
明
、
防
護
柵
な
ど
の
交
通
安
全
施
設
整
備
の
ほ
か
、
交
差
点
改
良
、
踏
切
改
良
、
鉄
道
と
道
路
の
立
体
交
差
化
な

ど
を
急
速
な
ペ
ー
ス
で
推
進
し
て
い
っ
た
。
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特
に
、
昭
和
四
十
年
代
に
入
る
と
、
大
規
模
な
立
体
交
差
事
業
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
四
十
一
年
か
ら
国
鉄
東
海
道

本
線
住
吉
─
東
灘
貨
物
駅
間
の
事
業
が
始
ま
っ
た
（
五
十
一
年
に
高
架
工
事
完
了
）。
阪
神
電
鉄
石
屋
川
駅
―
西
灘
駅
間
、
芦
屋

市
境
―
甲
子
園
駅
間
、
尼
崎
駅
―
左
門
殿
川
間
、
山
陽
電
鉄
大
蔵
谷
駅
―
明
石
川
間
の
連
続
立
体
交
差
事
業
も
進
め
ら
れ
た
結

果
、
数
多
く
の
「
開
か
ず
の
踏
切
」
が
解
消
さ
れ
、
南
北
交
通
の
円
滑
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
ま
た
、
国
鉄
姫
路
駅

付
近
延
長
六
キ
ロ
の
連
続
立
体
交
差
化
事
業
に
つ
い
て
も
、
昭
和
五
十
三
年
に
着
工
し
た
。

　
一
方
、
自
動
車
の
普
及
と
道
路
整
備
に
よ
る
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
は
、
大
気
汚
染
や
騒
音
な
ど
の
自
動
車
公
害
問

題
も
引
き
起
こ
し
た
。
特
に
、
国
道
二
号
の
バ
イ
パ
ス
的
役
割
を
期
待
さ
れ
、
阪
神
間
を
東
西
に
結
ぶ
大
動
脈
と
し
て
昭
和
三

十
八
年
に
片
側
五
車
線
の
計
一
〇
車
線
で
開
通
し
た
国
道
四
三
号
で
は
、
交
通
量
の
増
加
に
伴
い
深
刻
な
自
動
車
公
害
が
発
生

し
、
沿
線
住
民
か
ら
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
沿
道
環
境
を
改
善
す
る
た
め
、
国
道
四
三
号
で

は
緑
地
帯
を
設
け
た
八
車
線
化
工
事
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
沿
道
住
宅
の
防
音
工
事
に
対
す
る
助
成
等
が
行
わ
れ
た
（
訴
訟

及
び
そ
れ
に
伴
う
対
応
の
詳
細
は
第
四
章
第
二
節
参
照
）。
こ
の
国
道
四
三
号
問
題
を
契
機
と
し
て
、
道
路
交
通
騒
音
の
著
し
い
幹

線
道
路
に
つ
い
て
、
昭
和
五
十
五
年
に
「
幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
円
滑
な
道
路
交
通
の
確

保
だ
け
で
な
く
、
遮
音
壁
の
設
置
や
低
騒
音
舗
装
に
よ
る
路
面
整
備
、
環
境
レ
ー
ン
の
設
置
な
ど
、
良
好
な
市
街
地
の
保
全
が

図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

公
共
交
通
の

発
展
と
変
容

県
内
の
鉄
道
は
、
昭
和
三
十
九
年
十
月
に
開
通
し
た
東
海
道
新
幹
線
に
続
い
て
、
四
十
年
九
月
に
認
可
さ
れ

た
山
陽
新
幹
線
が
四
十
二
年
か
ら
工
事
着
工
さ
れ
、
四
十
七
年
三
月
十
五
日
に
新
大
阪
―
岡
山
間
が
開
通
し

た
。
ま
た
、「
県
勢
振
興
計
画
」
で
は
、
国
鉄
に
つ
い
て
は
、
通
勤
輸
送
の
緩
和
と
輸
送
力
の
増
強
の
た
め
、
昭
和
五
十
五
年
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を
目
標
に
、
東
海
道
・
山
陽
本
線
の
京
都
―
西
明
石
間
の
三
複
線
化
、
西
明
石
―
相
生
間
の
複
々
線
化
、
福
知
山
線
宝
塚
―
福

知
山
間
及
び
播
但
線
姫
路
―
和
田
山
間
の
複
線
化
、
福
知
山
線
、
播
但
線
、
山
陰
本
線
の
電
化
の
実
現
及
び
智
頭
線
（
赤
穂
―

上
郡
―
佐
用
―
智
頭
間
）
の
新
設
を
促
進
す
る
こ
と
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
一
方
、
私
鉄
に

つ
い
て
は
、
京
阪
神
急
行
電
鉄
（
現
阪
急
電
鉄
）
の
伊
丹
―
宝
塚
間
、
塚
口
―
尼
崎
間
、

山
陽
電
鉄
の
網
干
―
赤
穂
間
の
新
設
と
、
神
戸
電
鉄
の
鈴
蘭
台
―
三
木
間
、
山
陽
電
鉄
の

飾
磨
―
網
干
間
の
複
線
化
を
促
進
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
神
戸
市
内
ま
で
乗
り
入
れ
て
い
る
も
の
の
発
着
地
点
が
大
き
く
隔

た
っ
て
い
た
阪
神
、
京
阪
神
急
行
、
山
陽
、
神
戸
の
四
電
鉄
を
結
び
、
相
互
直
通
運
転
を

行
う
こ
と
を
目
指
し
て
、
昭
和
三
十
七
年
に
神
戸
高
速
鉄
道
の
建
設
が
着
手
さ
れ
、
四
十

三
年
四
月
七
日
に
開
通
し
た
。
神
戸
高
速
鉄
道
は
、
自
社
で
車
両
や
乗
務
員
を
保
有
せ
ず
、

四
電
鉄
よ
り
車
両
と
乗
務
員
を
借
り
て
旅
客
輸
送
を
行
う
と
い
う
鉄
道
事
業

者
と
し
て
は
珍
し
い
運
営
方
式
を
と
っ
て
い
た
。

　
国
鉄
福
知
山
線
宝
塚
―
篠
山
口
間
の
複
線
電
化
工
事
に
つ
い
て
は
、
昭
和

五
十
二
年
九
月
に
工
事
認
可
さ
れ
、
五
十
七
年
度
ま
で
の
完
成
を
目
指
し
て

五
十
三
年
七
月
に
着
工
し
た
。

　
一
方
で
、
戦
後
復
旧
・
復
興
さ
れ
、
全
盛
期
に
は
三
五
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
路
線
網
を
有
し
「
東
洋
一
の
神
戸
市
電
」
と
ま
で
言
わ
れ
た
神
戸
市
電

写真 84　神戸高速鉄道開業式

写真 85　神戸市電廃止（昭和 46 年 3
月最終運行）（神戸市提供）
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は
、
全
国
の
他
都
市
と
同
じ
よ
う
に
、
自
動
車
の
普
及
と
道
路
整
備
に
よ
る
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
と
と
も
に
路
線
の

廃
止
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
四
十
一
年
五
月
に
税
関
線
が
廃
止
さ
れ
た
の
に
始
ま
り
、
四
十
三
年
に
は
栄
町
線

の
一
部
な
ど
五
路
線
の
廃
止
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
大
き
く
利
用
者
が
落
ち
込
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
四
十
六
年
三
月
十
四
日

を
最
後
に
、
全
線
が
廃
止
さ
れ
た
。
一
方
、
市
電
の
代
替
交
通
機
関
と
し
て
検
討
さ
れ
た
の
が
高
架
方
式
の
路
面
電
車
と
地
下

鉄
、
モ
ノ
レ
ー
ル
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
三
年
六
月
の
神
戸
市
交
通
事
業
審
議
会
に
お
い
て
、
地
下
鉄
海
岸
線
、
山
手
線
、

西
神
線
、
東
部
線
の
整
備
を
行
う
こ
と
が
答
申
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
内
陸
部
の
須
磨
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
や
西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

か
ら
既
成
市
街
地
へ
の
足
を
確
保
す
る
目
的
で
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
と
同
時
あ
る
い
は
先
行
し
て
、
西
神
・
山
手
線
を
最

初
に
整
備
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
神
戸
市
電
廃
止
の
翌
四
十
七
年
十
一
月
に
は
、
西
の
副
都
心
新
長
田
と
須
磨
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
中
心
で
あ
る
名
谷
と
を
結
ぶ
五
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
を
着
工
、
五
年
後
の
五
十

二
年
三
月
に
開
業
し
、
引
き
続
き
同
年
十
二
月
に
新
長
田
―
新
神
戸
間
が
着
工
さ
れ
た
。

ま
た
、
翌
五
十
三
年
五
月
に
は
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
線
も
着
工
さ
れ

た
。

　
阪
神
電
鉄
が
運
営
し
て
い
た
路
面
電
車
で
あ
る
国
道
線
二
六
・
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
及
び

甲
子
園
線
三
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
も
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
と
と
も

に
交
通
渋
滞
に
よ
る
定
時
性
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
た
。
沿
線
自
治
体
か
ら
は
廃
線
の
要

請
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
四
十
四
年
に
国
道
線
西
灘
―
東
神
戸
間
が
最
初
に
廃

止
さ
れ
、
四
十
八
年
に
は
甲
子
園
線
の
浜
甲
子
園
―
中
津
浜
間
、
四
十
九
年
に
は
国
道
線

写真 86　阪神電鉄甲子園線（昭和 50 年廃線）
（西宮市提供）
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の
上
甲
子
園
―
西
灘
間
が
廃
止
さ
れ
、
五
十
年
五
月
六
日
を
最
後
に
国
道
線
及
び
甲
子
園
線
は
全
区
間
が
廃
止
さ
れ
た
。

　
路
線
バ
ス
に
関
し
て
は
、
主
に
過
疎
地
域
の
人
口
減
少
に
よ
る
バ
ス
輸
送
人
員
の
減
少
に
よ
り
運
行
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

路
線
を
対
象
に
、
県
民
の
足
を
確
保
す
る
た
め
、
経
費
の
一
部
を
補
助
し
継
続
運
行
が
行
わ
れ
た
。
例
え
ば
、
昭
和
五
十
一
年

は
二
五
三
の
路
線
バ
ス
を
対
象
に
、
国
と
の
協
調
補
助
に
よ
り
赤
字
バ
ス
路
線
に
対
す
る
維
持
費
と
車
両
購
入
費
と
し
て
、
事

業
者
に
対
し
運
行
確
保
費
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
昭
和
五
十
三
年
か
ら
五
年
間
か
け
て
五
二
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
及
ぶ
バ
ス
路
線
の
完
全
舗
装
化
を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

三
　
騒
音
問
題
と
空
港
行
政
の
展
開大

阪
国
際

空
港
問
題

大
阪
国
際
空
港
は
、
戦
後
に
一
時
期
ア
メ
リ
カ
軍
に
接
収
さ
れ
、
昭
和
三
十
三

年
に
米
軍
か
ら
全
面
返
還
さ
れ
、
三
十
四
年
七
月
に
は
空
港
整
備
法
に
基
づ
く

第
一
種
空
港
に
指
定
さ
れ
た
。
大
阪
国
際
空
港
は
、
そ
の
後
、
昭
和
三
十
五
年
四
月
に
国
際
線

の
運
航
を
開
始
し
、三
十
九
年
六
月
に
は
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
が
就
航
し
た
が
、増
加
す
る
ジ
ェ
ッ

ト
機
対
応
の
た
め
に
大
規
模
な
拡
張
工
事
が
行
わ
れ
た
。
拡
張
工
事
が
完
了
し
た
昭
和
四
十
五

年
二
月
に
、
大
阪
万
国
博
覧
会
の
空
の
玄
関
と
し
て
、
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
Ｂ
滑
走
路
が
供

用
開
始
さ
れ
た
。

　
一
方
で
、
空
港
の
活
性
化
に
よ
っ
て
騒
音
問
題
や
大
気
汚
染
問
題
が
発
生
し
、
空
港
周
辺

の
各
地
で
住
民
訴
訟
や
公
害
調
停
が
起
こ
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
昭
和
五
十
年
十
二
月
か
ら

写真 87　拡張された大阪国際空港
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は
午
後
九
時
以
降
午
前
七
時
ま
で
の
離
着
陸
が
原
則
禁
止
さ
れ
、
更
に
、
五

十
二
年
十
月
か
ら
は
一
日
の
離
着
陸
回
数
が
三
七
〇
回
ま
で
に
制
限
さ
れ
た

（
訴
訟
等
及
び
そ
れ
に
伴
う
対
応
の
詳
細
は
第
四
章
第
二
節
参
照
）。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
欧
州
な
ど
の
国
際
便
や
多
数
の
国
内
空
港
か
ら
の
増
便

要
望
が
相
次
ぎ
、
こ
れ
ら
の
航
空
需
要
へ
の
対
応
が
急
務
と
な
っ
た
。

神
戸
沖

空
港
問
題

昭
和
三
十
七
年
の
日
本
・
国
連
合
同
阪
神
都
市
圏
計
画
調
査

団
報
告
書
（
い
わ
ゆ
る
ワ
イ
ズ
マ
ン
報
告
）
で
「
伊
丹
空
港
の
増

加
す
る
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
新
空
港
を
阪
神
都
市
圏
に
対
し
て
計
画
す

べ
き
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
た
関
西
第
二
空
港
の
必
要
性
、
更
に
は
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
た
大
阪
国
際
空
港
の
騒
音
等
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、

近
畿
圏
で
も
新
空
港
建
設
の
検
討
が
始
ま
っ
た
（『
関
西
に
お
け
る
「
広
域
化
」

へ
の
取
り
組
み
』）。

　
昭
和
四
十
年
四
月
に
は
神
戸
商
工
会
議
所
が
淡
路
島
北
部
に
国
際
空
港
を
建
設
す
る
構
想
を
提
唱
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

四
十
一
年
五
月
に
は
県
と
神
戸
市
が
淡
路
島
北
部
（
津
名
町
、
東
浦
町
、
北
淡
町
に
ま
た
が
る
丘
陵
地
）
に
関
西
第
二
空
港
を
建
設

す
る
構
想
を
発
表
し
た
。
同
年
七
月
に
は
県
が
淡
路
国
際
空
港
対
策
連
絡
協
議
会
を
設
置
し
、
神
戸
市
や
経
済
界
と
と
も
に
空

港
の
誘
致
運
動
を
行
っ
た
。
昭
和
四
十
二
年
十
月
に
は
当
時
の
運
輸
大
臣
か
ら
淡
路
島
が
適
地
で
あ
る
と
す
る
発
言
が
あ
り
、

四
十
三
年
一
月
に
は
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
知
事
会
議
も
明
石
架
橋
及
び
淡
路
新
空
港
の
建
設
促
進
を
決
議
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
四
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十
三
年
頃
か
ら
淡
路
島
住
民
に
よ
る
反
対
運
動
が
活
発
化
し
、
様
々
な
反

対
意
見
も
出
て
き
た
。

　
こ
れ
ら
を
受
け
、
運
輸
省
は
昭
和
四
十
三
年
度
か
ら
八
カ
所
（
泉
南
沖
、

岸
和
田
沖
、
西
宮
沖
、
六
甲
沖
、
神
戸
沖
、
播
磨
灘
、
淡
路
島
北
部
、阪
和
県
境
）

を
候
補
地
と
し
て
調
査
を
開
始
し
、四
十
四
年
五
月
に
は
候
補
地
と
し
て

泉
州
沖
、神
戸
沖
、
播
磨
灘
、
淡
路
島
北
部
の
四
カ
所
が
選
定
さ
れ
た
。

こ
の
中
で
、
神
戸
市
が
建
設
を
推
進
す
る
神
戸
沖
以
外
は
候
補
地
周
辺
の

地
方
公
共
団
体
、
市
町
村
議
会
が
空
港
の
建
設
に
反
対
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
当
初
は
神
戸
沖
が
関
西
新
空
港
建
設
地
の
最
有
力
候
補
で
あ
っ
た
。

神
戸
市
も
、
昭
和
四
十
六
年
七
月
に
は
関
西
新
空
港
計
画
神
戸
市
試
案
と

し
て
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
（
第
一
期
）
沖
に
四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
滑
走

路
四
本
と
三
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
滑
走
路
二
本
を
建
設
す
る
計
画
を
公
表
し
た
。
県
も
大
阪
国
際
空
港
の
騒
音
問
題
を
抱
え
て
い

た
こ
と
か
ら
、
一
貫
し
て
神
戸
沖
空
港
を
推
進
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
、
神
戸
市
議
会
は
「
関
西
新
国
際
空
港
神
戸
沖
設
置
反
対
」
を
賛
成
多
数
で
決
議
し
、
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
七
〇
％
近
く
の
市
民
が
空
港
に
反
対
し
た
。
翌
年
の
市
長
選
挙
で
神
戸
沖
空
港
の
建
設
に
反
対
し
て
再

選
さ
れ
た
宮み
や

崎ざ
き

辰た
つ

雄お

が
神
戸
沖
空
港
案
に
反
対
す
る
立
場
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
神
戸
沖
の
新
空
港
構
想
は
こ
の
時
点
で
白
紙

と
な
っ
た
。
神
戸
市
議
会
及
び
宮
崎
市
長
の
反
対
に
よ
り
、
四
つ
の
候
補
地
の
中
で
は
関
西
国
際
空
港
を
受
け
入
れ
る
と
こ
ろ
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が
な
く
な
っ
た
中
、
昭
和
四
十
九
年
七
月
の
航
空
審
議
会
関
西
国
際
空
港
部
会
で
そ
の
建
設
地
に
つ
い
て
委
員
に
よ
る
投
票
を

行
っ
た
結
果
、
こ
の
と
き
第
一
位
と
な
っ
た
泉
州
沖
が
建
設
地
と
し
て
適
当
で
あ
る
と
い
う
答
申
が
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

「
高
速
道
路
」
と
は

　
本
節
で
は
高
速
道
路
網
の
整
備
等
に
つ
い
て
記
述
し
て

い
る
が
、
日
常
生
活
で
「
高
速
道
路
」
と
呼
ん
で
い
る
道

路
も
制
度
面
か
ら
見
る
と
一
様
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
本

文
の
補
足
説
明
の
意
味
も
込
め
て
簡
単
に
解
説
す
る
。

【
道
路
の
種
類
】

　
道
路
法
上
は
、
道
路
の
種
類
は
①
高
速
自
動
車
国
道
、

②
一
般
国
道
、
③
都
道
府
県
道
、
④
市
町
村
道
の
四
種
類

が
あ
る
。
高
速
自
動
車
国
道
と
は
、
例
え
ば
中
国
縦
貫
自

動
車
道
の
よ
う
な
自
動
車
の
高
速
交
通
専
用
の
道
路
で
あ

る
。

【
高
速
道
路
の
範
囲
の
変
遷
】

　

か
つ
て
は
、「
高
速
道
路
」
の
法
的
な
定
義
は
な
く
、

一
般
的
に
高
速
道
路
と
い
え
ば
高
速
自
動
車
国
道
の
こ
と

を
指
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
昭
和
六
十
二
年
の
第
四
次
全

国
総
合
開
発
計
画
で
、
ほ
ぼ
同
義
と
な
る
「
高
規
格
幹
線

道
路
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
高
規
格
幹
線
道
路
と
は
、

高
速
自
動
車
国
道
及
び
一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
か

ら
な
り
、
自
動
車
の
高
速
交
通
の
確
保
を
図
る
た
め
に
必

要
な
道
路
と
さ
れ
た
。
更
に
、
平
成
十
六
年
に
制
定
さ
れ

た
高
速
道
路
株
式
会
社
法
で
「
高
速
道
路
と
は
高
速
自
動

車
国
道
、
自
動
車
専
用
道
路
並
び
に
自
動
車
専
用
道
路
と

同
等
の
規
格
及
び
機
能
を
有
す
る
道
路
で
あ
る
」
旨
が
定

義
さ
れ
て
い
る
。

【
県
内
の
主
な
事
例
】

《
高
速
自
動
車
国
道
》

①
名
神
高
速
道
路
：
路
線
名
（
正
式
名
称
）
は
中
央
自
動

車
道
西
宮
線
。
昭
和
三
十
八
年
七
月
に
我
が
国
で
最
初
に

開
通
（
栗
東
Ｉ
Ｃ
―
尼
崎
Ｉ
Ｃ
）
し
た
高
速
自
動
車
国
道
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で
あ
る
。

②
中
国
縦
貫
自
動
車
道
：
本
文
参
照
。
な
お
、
道
路
標
識

で
は
中
国
自
動
車
道
と
表
示
さ
れ
て
い
る
。

《
一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
》

①
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
：
道
路
と
し
て
は
一
般
国
道

二
八
号
で
あ
り
、
有
料
の
自
動
車
専
用
道
路
。
本
州
四
国

連
絡
道
路
の
一
つ
で
あ
る
。

②
播
但
連
絡
道
路
：
道
路
と
し
て
は
一
般
国
道
三
一
二
号

で
あ
り
、
有
料
の
自
動
車
専
用
道
路
。
当
初
、
県
道
と
し

て
整
備
さ
れ
た
が
、
昭
和
五
十
四
・
五
十
五
年
に
一
般
国

道
に
指
定
変
更
さ
れ
た
。
高
規
格
幹
線
道
路
で
は
な
く
、

そ
れ
を
補
完
す
る
地
域
高
規
格
道
路
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

《
阪
神
高
速
道
路
》

①
阪
神
高
速
三
号
神
戸
線
：
本
文
記
載
の
と
お
り
、
道
路

と
し
て
は
兵
庫
県
道
・
大
阪
府
道
（
高
速
神
戸
西
宮
線
、

高
速
大
阪
西
宮
線
）
で
あ
り
、
有
料
の
自
動
車
専
用
道
路

と
し
て
整
備
さ
れ
た
都
市
計
画
道
路
で
あ
る
。
阪
神
地
区

の
著
し
い
交
通
混
雑
を
解
消
す
る
た
め
に
首
都
高
速
道
路

と
同
様
に
公
団
方
式
で
整
備
さ
れ
た
。

《
そ
の
他
》

①
第
二
神
明
道
路
：
道
路
と
し
て
は
一
般
国
道
二
号
の
バ

イ
パ
ス
で
、
有
料
の
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
る
。
地
域
高

規
格
道
路
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

第
六
節
　
都
市
化
の
進
展
と
災
害

　
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
、
我
が
国
は
高
度
経
済
成
長
時
代
に
入
り
、
大
都
市
周
辺
だ
け
で
は
な
く
中
小
都
市
で
も
都
市
化
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